
 

 

 

 

 

『いちにちどうぶつむら』の体験から 
 

園長 多比良 由恵  

 

園庭には、青や紫のアジサイの花がたくさんが咲いています。梅雨から夏への

季節です。緊急事態宣言が解除された 6 月下旬、青柳幼稚園が「いちにちどうぶ

つむら」になりました。やってきた動物は、ヒヨコ、ハツカネズミ、モルモット、

ウサギ、ヤギ、イヌ、ニワトリ、アヒル、シチメンチョウなどです。  

子どもたちは、野菜を動物にあげたり、ウサギをひざにのせて「かわいいね」

「やわらかいね」と優しくなでたりしていました。動物たちは、朝にはたくさん

野菜を食べてくれましたが、午後になるとあまり食べてくれません。その様子に

「もうお腹いっぱいになっちゃったのかな？」と話したり、「ヤギさんは、まだ

まだ食べてくれるよ」と伝える子もいました。また、ヒヨコを手のひらにのせて

「あったかいね」「安心して寝ちゃったみたい」と話す姿もありました。小さな

動物に触れると、優しい気持ちになったり、そのあたたかさに命を感じたりしま

す。子どもたちにとってとても大切な体験ができる 1 日になりました。  

 その後の保育室やホールでは、子どもたちが思い思いに動物を作ったり、動物

村のコーナーを作ったりして再現して遊ぶ姿がたくさんありました。年長ゆり組

のＡさんは「しろいネズミは、目が赤かったんだよ」と見せてくれたり、Ｂさん

は「ここ（背中）をなでてあげると喜ぶんだよ」と教えてくれたりしました。ま

た、Ｃさんは「こちらで野菜をあげることもできますよ」と案内してくれました。  

 『いちにちどうぶつむら』での直接体験から、その後の遊びを通して、子ども

たちは様々な学びをしています。  

 

〇動物とふれあい、生命の尊さに気付き、いたわったり、大切にしたりする。  

・・・「かわいいね」「あったかいね」  

〇動物の気持ちを想像して、その気持ちを言葉にしている。  

・・・「安心しているみたい」「お腹いっぱいなのかな？」   

〇動物の細かいところまでよく見て、再現しようと表現している。  

    ・・・「目が赤かった」「ここをなでてあげると喜ぶ」  

 

 このような学びは、言葉や思い、気持ちを受容し共感してくれる先生や友達が

そばにいることで広がり、深まっていきます。幼稚園での学びは、友達や先生、

そしてその経験を受け止めてくれるおうちの方へと、つながりの輪が広がるよう

に深まり、育まれていきます。  
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年長ゆり組の「どうぶつむら」  

 

 


